職種：接客サービス　　職務：インストラクター

【概要】

　インストラクターとは、ボウリング教室の企画立案、指導およびインストラクター育成等をする仕事である。

【仕事の内容】

インストラクターはボウリング教室の企画立案、指導を職務とし、以下の業務を実施する。

1 ボウリング教室企画立案：コンセプトに基づいてボウリング教室を企画立案する。

2 教室運営・指導：ボウリング教室を周知し、教室を開催、運営、指導を実施する。

3 自己評価・改善：ボウリング技術、指導技術を客観的に評価し、自己改善をする。

4 若手インストラクターへの指導：経験の浅いインストラクター（若手インストラクター）に対し、ボウリング技術や指導技術、コミュニケーション方法を指導する。

【求められる経験・能力】

〈入職に求められる経験〉

（1） 入職に際して特別な知識や経験は必要とされない場合が多いが、入職後、ボウリング教室のアシスタント業務や、資格の取得を通じて指導能力を身に付ける必要がある。

（2） 経歴者採用の際はボウリング場におけるインストラクターの経験や、資格を保有していることが望ましいが、必須ではない。

〈求められる能力〉

（1） インストラクターはボウリングの知識、投球技術、指導能力が必要とされる。

（2） お客様と直接接する仕事であるため、コミュニケーションを円滑に行い、サービスマインドを持ってお客様にサービスすることが要求される。

（3） より高いレベルでボウリング教室の指導をするには、ボウリングに関連する運動生理学等の体系的な知識や、ボウリング教室参加者一人ひとりにあった投球方法を指導できる能力が必要とされる。また、技術や指導能力に裏打ちされた集客能力を持つことが望ましい。

（4） さらに、営業計画などの上位計画との整合性を図りながら、ボウリング教室の企画立案、集客、運営を実行できる能力などが求められる。

【関連する資格・検定等】

· 公認インストラクター 公認A級・B級・C級　（社団法人　日本プロボウリング協会）

· 認定インストラクター　認定１級・2級（社団法人　日本プロボウリング協会）

· プロボウラー資格取得テスト　（社団法人　日本プロボウリング協会資格審査委員会）

· 公認ボウリング教師／コーチ／指導員　（財団法人　日本体育協会）

· 公認審判員　第1種・2種・3種　（財団法人　全日本ボウリング協会）

他、関連資格多数
【労働省職業分類（小分類）との対応】

２５２　企画・調査事務員

３７５　娯楽場等の接客員

２０２　個人教師

２０３　職業スポーツ家


